
殿 50Hz

殿

178.0

3.57

・使用限界出口温度

　MIN.-10℃～MAX.5℃

・ﾌﾞﾗｲﾝ使用限界圧力

17 　MAX. 1.0MPa

・使用外気温度範囲：-10～+40℃

半密閉スクリュー式×1台 ※1 ﾌﾞﾗｲﾝ 流量(使用限界 MIN.30～MAX.90)
（電動機三相2P　呼称出力90kW）
（オイルヒーター 250W） ブライン配管接続方向 反サービス面側
プロペラファン×12台 左側面
（電動機三相8P, 0.7kW×12台） 施工済（ﾌﾞﾗｲﾝ冷却器）
乾式シェルアンドチューブ式
プレートフィン式
電子式自動膨張弁 無響音室基準です。反響音の影響を受ける据付状態では

R404A（チャージ済） 据付状態ではこの値より3～5dB(A)高くなります。

ｴｽﾃﾙ油MEL56(N)(チャージ済) 4450 kg（計算値）
100-70-40-0 4550 kg（計算値）
高圧開閉器・低圧異常保護回路 無（－）
吐出温度保護ｻｰﾓ・凍結防止ｻｰﾓ 無（－）
ﾌﾞﾗｲﾝ温度上限ｻｰﾓ・巻線保護ｻｰﾓ 防振ﾊﾟｯﾄﾞ
逆転防止ﾘﾚｰ・過電流ﾘﾚｰ
安全弁(圧縮機)・安全弁(空冷凝縮器) 注記:ﾌﾞﾗｲﾝを直接､お客様の製品(食品等)
マンセル 5Y 8/1     に使用しないで下さい｡

ユニット外形図 EY356757A
冷媒配管系統図 EY327314
展 開 接 続 図 EY357149A
展 開 接 続 図 EY348681C

標 添 展 開 接 続 図 EY348682C
準 付 展 開 接 続 図 EY327333A
外 図 展 開 接 続 図 EY327334B
仕 面 展 開 接 続 図 EY348684
様 展 開 接 続 図 EY357186

展 開 接 続 図 EY357187A
据付工事の注意事項 EY417056

除外工事：据付・基礎工事･給排水工事･電気接続工事･電源開閉器･止弁(ブライン用)・試運転作業
　　　　　その他本仕様書に明示なき事項

改

定

ご使用の前に、「取扱説明書」「工事説明書」をよくお読みのうえ正しくお使い下さい。

弊社工事番号

安全に関するご注意

比　　熱

用 途

濃　　度

凍 結 点

ブ
ラ
イ
ン

冷
却
器

ブライン入口温度

 年  月  日

仕様書番号空 冷 式 ブ ラ イ ン チ ラ ー 仕 様 書

ブライン出口温度

ブライン流量 ※1

水 圧 損 失

ブ
ラ
イ
ン

形　　名

周　　波　　数

冷　却　能　力

BAL-120ASA

kW{kcal/h}

Hz

－

℃

－比　　重

種　　類

DB=35℃外　気　条　件

m
3
/h

kPa{mAq} {1.7}

34.2

℃

J/g･K{cal/g℃}

法定冷凍トン／台

50

ﾅｲﾌﾞﾗｲﾝZ1

40

0

-5

wt％

℃

{153,000}

{0.852}

1.051

-15

検　認 作　成

三菱電機株式会社

台数 1台

200V

圧縮機…ｽﾀｰ･ﾃﾞﾙﾀ　送風機…直入

45.04

電 源

始動方式

塗 装 色

冷 凍 機 油
容 量 制 御 (%)
安 全 装 置

ブライン冷却
空 冷 凝 縮 器
冷 媒 制 御
使 用 冷 媒

電 源 接 続 方 向
防 熱 工 事

騒音はユニット正面から1m離れて、1.5m高さで測定した値で
騒 音 74dB(A)

御使用先

御注文元

付 属 品

圧着端子･ﾜｲﾔｰﾏｰｸ

製 品 質 量
運 転 質 量

リモコンパネル

送 風 機

圧 縮 機
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外形図用

図 面 番 号区
分ＤＲＡＷＩＮＧ Ｎｏ．記 録 Ｒ

ＰＧ

頁
ＤＡＴＥ

日 付 副
番 部品ファイル番号

処
理
印

Ｆ

ＣＡＤ

８３２１ ７６５４

ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
冷熱システム製作所 長崎工場

１

0 1 ＡＺ△△△

接続部形状名 称

風吹出

送風機

：

EY 3 5 6 7 5 7 ＢＡＬ１２０ＡＳＡ

ﾅｯﾄ M12

座金 12

防振ﾊﾟｯﾄﾞ(2枚敷)

本体

L形基礎ﾎﾞﾙﾄ
(現地手配)

注意;防振ﾊﾟｯﾄﾞは2枚敷(10ｶ所)とし
ﾅｯﾄは軽く締付けて下さい｡

(かたく締付けると防振効果か゛ありません｡)

基礎ﾎﾞﾙﾄ詳細図

据付ｽﾍﾟｰｽ

BAL-120ASA
BAL-120ASLA

1.7m

1.0m1.0m

1
.
2
m

1
.
2
m

10-φ16穴

基礎との当り面
(ﾕﾆｯﾄ底部)

ｻｰﾋﾞｽ面側

御注意

１．電線管用穴は、電源引込口の小ハ゜ネルを外し

電線管サイス゛に合わせて穴加工して下さい。

２．ユニットの据付に際しては、ユニットの周囲に保守・

点検・風吸込の為図示のスヘ゜ースを確保願います。

（斜線部に壁や障害物か゛無い様にして下さい。）

３．フ゛ライン配管接続時、入口と出口を

間違え無い様、充分注意して下さい。

４．フ゛ライン入口配管には、必す゛ストレーナー

（２０メッシュ程度）を設けて下さい。

５．圧縮機をサーヒ゛スの為ユニットより取り出す

場合はユニット右側面へ取り出して下さい。

（図中 部）

ﾌﾞﾗｲﾝ入口

ﾌﾞﾗｲﾝ出口

ﾄﾞﾚﾝ(送風機室)

ﾄﾞﾚﾝ(機械室)

電源引込口

JIS 10K-100A

JIS 10K-100A

PT2 おねし゛

樋口(100*35)※左右側面2ｶ所

穴は現地加工

1

2

3

4

5

BAL-120ASA/ASLA

ﾕﾆｯﾄ外形図

EY356757
谷 口
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400

左側面 ｻｰﾋﾞｽ面(正面) 配管側基礎ﾎﾞﾙﾄ

M12Ｘ250 10ｶ所

操作ﾊﾟﾈﾙ 板吊り手(吊り上け゛用)
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（反射式液面計）
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（圧縮機
・油面）
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